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防
災
行
政
無
線
整
備
の
先
進
地
で

あ
る
淡
路
市
で
は
、
合
併
し
た
5
地

区
の
う
ち
従
来
か
ら
防
災
行
政
無
線

が
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
整
備
さ
れ
て
い

た
地
区
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
設
備

を
利
用
し
、
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
地
区
で
は
、
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
方

式
を
採
用
し
、
戸
別
受
信
機
を
各
世

帯
に
配
備
し
た
。

　
そ
し
て
将
来
的
に
は
デ
ジ
タ
ル
方

式
へ
の
一
本
化
を
計
画
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
財
政
的
な
側
面
か
ら

見
る
と
、
受
信
機
の
負
担
額
が
大
き

く
期
間
は
未
定
で
あ
る
。

　
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
で
は
、

通
信
司
令
施
設
の
研
修
を
行
い
、

１
１
９
番
通
報
に
よ
り
災
害
場
所
を

特
定
す
る
発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム
を
、

兵
庫
県
で
も
半
分
の
消
防
本
部
が
導

入
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
災

害
場
所
確
定
ま
で
に
要
す
る
時
間
を

短
縮
す
る
の
が
狙
い
で
あ
り
、
そ
の

確
率
は
約
８
割
と
の
こ
と
で
あ
る
。

導
入
後
は
、
時
間
短
縮
が
可
能
と
な

り
、
被
害
の
軽
減
と
救
命
率
の
向
上

に
寄
与
し
て
い
る
先
進
事
例
で
あ
る
。

　
沼
津
市
で
は
、
昭
和
５５
年
よ
り
東

海
地
震
対
策
を
市
の
重
要
課
題
と
し

て
位
置
づ
け
、
各
種
対
策
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

　
中
で
も
防
災
資
機
材
は
、
防
災
セ

ン
タ
ー
や
５５
箇
所
の
防
災
倉
庫
に
分

散
し
、
発
電
機
・
仮
設
ト
イ
レ
・
非

常
食
等
２８
品
目
が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
率

は
９９
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
れ
を

対
象
に
年
間
延
べ
６１
回
の
研
修
会
を

開
催
し
、
９
千
人
が
参
加
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

と
防
災
関
係
機
関
の
連
携
強
化
を
目

的
に
し
た
総
合
防
災
訓
練
や
津
波
避

難
訓
練
が
毎
年
実
施
さ
れ
、
多
数
の

市
民
が
参
加
し
、
日
頃
か
ら
地
震
発

生
時
の
被
害
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

　
焼
津
市
は
、
昭
和
５１
年
に
津
波
を

想
定
し
た
「
地
震
防
災
訓
練
」
を
実

施
し
、
そ
の
３
年
後
に
は
、
市
内
全
域
で

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
完
了
し
た
と

い
う
、
防
災
対
策
の
先
進
地
で
あ
る
。

　
非
常
食
は
、
全
市
民
の
３
日
分
に

相
当
す
る
３２
万
食
が
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
や
市
内
４３
箇
所
に
分
散
備
蓄
さ

れ
て
お
り
、
医
薬
材
料
も
必
需
品
が

多
数
備
蓄
さ
れ
て
い
る
。

　
防
災
行
政
無
線
は
地
震
計
と
連
動

し
、
地
震
発
生
時
に
は
即
座
に
通
報

を
市
民
に
流
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
、
津
波
警
報
等
の
通
報
も
同
様
に

行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
両
市
と
も
、
昭
和
５１
年
の
「
東
海

地
震
説
」
発
表
以
来
、
多
岐
に
わ
た

る
対
策
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
本

格
的
に
地
震
対
策
を
講
じ
て
い
く
三

豊
市
に
と
っ
て
大
変
参
考
と
な
る
研

修
で
あ
っ
た
。

防
災
対
策
調
査

　
　

特
別
委
員
会
研
修

１１
月
１３
日
〜
１５
日

静
岡
県
沼
津
市
・
焼
津
市

〔焼津市消防防災センター〕


